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1. 概要

本資料は，MOX燃料加工施設に対する第２回設工認申請のうち，以下に示す添付書類の

補足説明に該当するものである。 

・MOX 燃料加工施設 添付書類「Ⅴ－１－３ 核燃料物質の貯蔵施設に関する説明書」 

上記添付書類において，各貯蔵施設の最大貯蔵能力の設定根拠を説明している。 

本資料では，最大貯蔵能力の設定根拠及び最大貯蔵能力を超えて貯蔵することがない

ということについて補足説明する。 
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2. 最大貯蔵能力の設定根拠の考え方

2.1 貯蔵設備で評価に用いた容器等の種類及び容器の収納量 

各貯蔵設備で評価に用いた容器等の種類及び容器の収納量について第 2.1-1 表に示

す。 

第 2.1-1 表 貯蔵設備で評価に用いた容器等の種類及び容器の収納量 

貯蔵設備 評価に用いた容器等 
最大収納量 

㎏・MOX ㎏・HM※3 

貯蔵容器一時保管設備 混合酸化物貯蔵容器※4 36※1 32 

原料 MOX粉末缶一時保

管貯蔵設備 
容器(粉末缶)※4 12※1 11 

ウラン貯蔵設備 容器(ウラン粉末缶) 24※2，※5 22 

粉末一時保管設備 

容器(J60) 65※1 58 

容器(J85) 90※1 80 

容器(U85) 90※1，※5 80 

容器(5缶バスケット) 10※1 9 

容器(1缶バスケット) 2※1 2 

ペレット一時保管設備 容器(焼結ボート) 8※1 8 

スクラップ貯蔵設備

容器(9缶バスケット) 54※1 48 

容器(規格外ペレット保管

容器) 
20※1 18 

製品ペレット貯蔵設備 

容器(ペレット保管容器) 20※1 18 

容器(ペレット保存試料保

管容器) 
4.1※1 3.7 

燃料棒貯蔵設備 MOX燃料棒 3※2 

燃料集合体貯蔵設備 BWR燃料集合体 190※2 

※1 設計図書等による。

※2  設計図書等から設定した値。

※3  ㎏・MOXから㎏・HMへの換算は換算係数 0.882を用い、有効数字を考慮し、小数点第

1位または小数点第 2位を切り上げた値を表示。 

※4 後次回以降申請の容器。

※5 ウランを収納する容器は単位を「㎏・UO2」とする。
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(5) ペレット一時保管設備

ペレット一時保管設備は，以下のグリーンペレット及び焼結ペレットを保管する設

備である。 

・圧縮成形してから焼結炉に入るまでのグリーンペレット

(CSペレット及び先行試験用のペレットを含む。)

・焼結後，研削・検査設備に払い出すまでの焼結ペレット(製品ペレット)

・焼結後，スクラップ貯蔵に払い出すまでの焼結ペレット

(CSペレット(研削・検査において規格外となったペレットを含む。))

また，製品ペレットは容器(焼結ボート)，先行試験用の CSペレットは容器(先行試験

焼結ボート)，圧縮成形でスクラップとなった CSペレットは容器(スクラップ焼結ボー

ト)に積載し，収納パレット-1又は収納パレット—2に収納し，ペレット一時保管設備で

保管する。 

研削・検査後の規格外ペレットは容器(規格外ペレット保管容器)に積載し，収納パレ

ット-2 に収納し，ペレット一時保管設備で保管する。 

ペレット加工工程では，円滑な運転のため容器(焼結ボート)192基(予備の 13基を含

む。)，容器(先行試験焼結ボート)3基，容器(スクラップ焼結ボート)6基及び容器(規

格外ペレット保管容器)4基の全 205基を取り扱う。 

ペレット一時保管設備の構造は，予備を除いた容器数となる 192 基を収納できるよ

う 8段×8列の棚を 3基設置し、全 192棚有する設計とする。また，棚に収納する収納

パレットは焼結ボートのみ収納できる収納パレット-1 を 188 基，規格外ペレット及び

焼結ボートの両方を収納できる収納パレット-2 を 4 基有する設計とする。なお，1 つ

の棚には収納パレット 1基のみ保管できる設計とする。 

ペレット一時保管設備で保管する容器の容量はそれぞれ容器(焼結ボート)1 基当た

り 8 ㎏・MOX(HM 換算：8 ㎏・HM)，容器(規格外ペレット保管容器)1 基当たり 20 ㎏・

MOX(HM 換算で 18 ㎏・HM)であり，最大貯蔵能力としては，これらすべての棚に容器(焼

結ボート，規格外ペレット保管容器)を積載した収納パレットが入っていることを想定

し，1.576t・HM(8×188基＋18×4基)となるため，裕度を考慮し，1.7t・HMとする。 

なお，設備の構造上，ペレット一時保管棚は容器(焼結ボート，先行試験焼結ボート，

スクラップ焼結ボート，規格外ペレット保管容器)を格納するために 1つずつ区画され

ていること及びペレット一時保管棚の奥行きも容器(焼結ボート，先行試験焼結ボート，

スクラップ焼結ボート，規格外ペレット保管容器)1 つ分となっていることから，最大

貯蔵能力を超えて保管することはできない設計となっている。設備の構造については，

第 2.2-6 図に示す。 
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(8) 燃料棒貯蔵設備

燃料棒貯蔵設備は，被覆施設に払い出すまでの空の被覆管及び組立施設に払い出す

までの被覆施設で加工した検査後の MOX 燃料棒又は外部から調達したウラン燃料棒を

貯蔵する設備である。 

後工程である燃料集合体は異なる富化度の燃料棒を数種類組み合わせてマガジンを

編成するため，全ての富化度が出来上がるまで MOX燃料棒を貯蔵する必要がある。これ

らの貯蔵に加え，円滑な運転のための空の被覆管の保管及び外部より調達するウラン

燃料棒を考慮し，最大約 18,000 本の燃料棒の貯蔵が必要となる。 

MOX燃料棒，ウラン燃料棒及び被覆管は 256本収納可能な貯蔵マガジンに収納し，燃

料棒貯蔵設備で貯蔵する。 

燃料棒貯蔵設備の構造は，上記の必要な本数に裕度を考慮して，4 段×8 列の棚と 4

段×10 列の棚を有し，計 72基の貯蔵マガジンを貯蔵できる設計とする。なお，1つの

棚には貯蔵マガジン 1基のみ貯蔵できる設計である。 

燃料棒貯蔵設備で貯蔵する燃料棒の容量は 1 本 3 ㎏・HM と想定し，最大貯蔵能力と

しては，これらの貯蔵マガジン全てに MOX 燃料棒が収納されていることを想定し，72

基×256 本×3㎏・HM で 55.3t・HMとなるため，裕度を考慮し，60t・HMとする。 

なお，設備の構造上，燃料棒貯蔵棚は貯蔵マガジンを格納するために 1つずつ区画さ

れていること及び燃料棒貯蔵棚の奥行きも貯蔵マガジン 1つ分となっていることから，

最大貯蔵能力を超えて貯蔵することはできない設計となっている。設備の構造につい

ては，第 2.2-9図に示す。 

第 2.2-9 図 燃料棒貯蔵設備の構造 

区画及び奥行きは貯蔵マガジン

1つ分で設計されている。 

正面図 側面図 
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